
 

凧揚げの糸をイカにたもつか 

 

年末になると何か遣り残している気が

して、慌てて動き回ったりしていたもの

が、大晦日を迎え、年越しが現実味を帯

びると途端に、まな板の上の鯉のような

心境にさせられます。腹をくくったと言

えば聞こえが良いですが、ある種の諦め

や、開き直りに近いのかもしれません。

それでも、新年を迎えるとリセットされ

たように、なんとなく新しい気持ちで始

めようとも思えるところに、風習や制度、

社会の仕組みのありがたみを感じていま

す。 

ある作家さんが、「編集者が期限を作

ってくれるから作品になる」と仰ってい

たことを思い出します。期限がなく、い

つまでも作品の世界に没頭することがで

きるならば、画家でも小説家でも、作品

を完成させることを忘れ、力尽きるまで

推敲を繰り返してしまわれるというので

す。 

活動と休止、オンとオフ…『はじまり』

と『おわり』を自分で決めるのではなく、

所属する社会に決めてもらうことで、人

間のこころと身体は一定のバランスに保

てるというところがあります。 

お正月に凧揚げを見かけることも減っ

てしまいましたので、あまり例えとして

 

 

通用しなくなった感がありますが『糸の

切れた凧』のように、自由過ぎる環境に

なってしまうと人間はおかしくなってし

まうことがあります。 

凧揚げは、凧自体の状態と、気温や風

などの環境とを合わせるようにして、糸

を出したり巻いたりすることでうまく空

に舞い上げる遊びです。 

これを人間に置き換えてみると、自分

と環境との間のバランスを調節すること

の大切さが見えてきます。一見、自分を

縛り付ける『糸』みたいなルールや、期

限、時には、人間関係までもが邪魔にな

り、安全を調節する役割の糸を切り、本

人でも思わぬところへ飛んでいってしま

うような『危険な自由さ』を見かけます。 

休職をされる人の中には、『行かなく

てもいい』ということが確定して、プレ

ッシャーから解放されて回復に向かわれ

るという人もあれば、逆に調子を悪くさ

れる人もいらっしゃいます。それまで、

職場に行くことがとても苦しく、次々と

心身に不調の症状が出ていらした方が、

休職が決まったら今度は無気力になって

「自分は何のために生きているかわから

ない」という状態になってしまわれるこ

とがあるのです。 

 



 

私はこの数年、その違いについて考え

てきました。結論としては『個性の違い』

です。当たり前のことですが、私たちの

所属する社会は個人の集まりです。多く

の個性が互いに影響しあいながら、時に

助け合い、時に迷惑をかけあって、少し

ずつ社会のあり方を動かし続けています。 

 以前にも話題に出しましたが、人間は

『個人』的にも『社会』的にも、同時に

二つの『いのち』を守りながら生きてい

ます 

 

ある時代には認められた『個性』が今

では社会的に制裁を受けることがありま

す。自分の『個性』の強さが社会の中で

認められるものかどうかは、自分の『社

会性』の高さによって保たれています。 

ある企業の部長は、自分の『個性』が、

面白いと思う話をすると「セクハラ」と

言われ、正しいと思うことを部下に伝え

ると「モラハラ」と言われることを知り、

『個性』を存分に満たす話ができる場所

をカウンセリングルームに求められるこ

とで、バランスをとっていると仰います。 

『社会性』とは『集まった個人の最大

公約数』を理解する能力だといえます。

『個性』とは『個人の実感、感覚』とい

えます。 自分の『個性』が「つまらな

い」と感じることも、所属する集団の多

 

 

数の『個性』から「大切なこと」として

感じられているとき、どちらの『個性の

感覚』が正しいということはないはずで

す。しかし、多数派が『個性』を守ろう

とする結果、少数派の『個性』を否定し

てしまいます。この仕組みは残念ながら、

古今東西変わらない民主的な社会の営み

のように思われます。 

話を戻します。職場で倒れる人が居ま

す。ほかの人から見れば、「それくらい」

のことで、その人は「それだけ」のスト

レスやダメージを受けています。 

そのような個人が増えてきて、社会は

倒れてしまう人たちへの救済措置を講じ

てきました。その結果、メンタルヘルス

対策、ストレスチェック、休職と復帰の

プログラムなどが生まれました。そのよ

うにして、新たに浮かび上がるのは、『職

場で倒れた人の多数派』に当てはまらな

い『個性』を持った人なのです。 

 多くの人に効く薬が合わない『個性』

があります。カウンセリングの教科書ど

おりに対応してはならない『個性』もあ

ります。統計的には外れ値であっても、

その人はその『個性』で懸命に生きてい

ます。そのような、稀な『個性』は、社

会が在り方を変えたときに重要な役割を 

 



 

担う『個性』であるということを、歴史

の中では、見かけることも多々あります。

社会として疎かにはできないと思うので

すが、これも、ある程度の人数の理解者

が集まらなければ、必要とは認められな

いのかも知れません。 

 自分の意見を口にする前にスマホを開

き、自分の考えが多数派として通用する

かを確認すると仰った方がありますが、

この方は同時に、つまらない世の中だと

も仰います。私はどちらの気持ちにも頷

きながら、凧揚げの難しさを思い浮かべ

ていました。糸を繰り出しても巻き取っ

ても切れそうになる…そんな正解のない

緊張感を私の『個性の感覚』だけを頼り

に。 

 そういえば、「たこあげ」は、その昔、

「いかあげ」と呼ばれていたそうです。

なぜ名前を変えたかには諸説ありますが、

きっと文化をつないだ人の数だけ答えも

あるのでしょう。私たち人間のすること

は、それぞれの個性によって、意味と形

を変え続け、その実、社会性を保つため

に同じことを繰り返しているだけのよう

でもあります。少しわかりにくいたとえ

をします。高く上がり過ぎて糸が足りな

くなってしまわないように、凧を揚げる

ことよりも、糸を伸ばすことの方が重要 

 

 

になっている時代だとカウンセラーとし

ての私は感じています。その話はまたい

つか…。 
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